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背景
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研究データ管理(RDM)サービスとは︖
• 研究データ管理
(RDM: Research Data Management)︓

• ある研究プロジェクトにおいて使⽤された、または⽣成され
た情報を、どのように組織化・構造化・保管・管理していく
のかを指す⾔葉

• RDMサービス
• 広義︓研究データライフサイクルの各プロセス（計画・管

理・共有・解析・公開・検索）に関わる業務を⽀援するため
の、ITインフラおよび研究⽀援体制（意思決定、予算、⼈的
リソース、教育プログラム）の提供

• 狭義︓本講演においては、特に発表前の研究データを管理・
共有する事に特化したITインフラを指す。RDMするための
サービス。
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セキュリティ強化クラウド活⽤⽀援

⼤学間連携⽀援

学術コンテンツ基盤

HPCI認証

学術認証
フェデレーション

学術情報の公開・共有

国内回線 全都道府県100Gbps化
海外（⽶国・欧州・アジア）との⾼速接続
多様化するニーズに応えるSDNなどの最新ネットワーク技術の導⼊

学術情報ネットワークの構築・運⽤

クラウド利活⽤促進による
⼤幅なIT経費削減・
研究教育環境の⾼度化

学術情報流通と
オープンアクセスの推進
オープンサイエンスの推進

仕様統⼀したシステムによる
⼤学間連携、各種資源の
相互利⽤の促進

クラウド⽀援サービス
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国⽴情報学研究所（NII）の学術情報基盤の全体像
u全国を網羅する超⾼速ネットワークを構築し、その上で、認証、クラウド、セ

キュリティ、コンテンツ流通（オープンサイエンス含む）機能の推進

SINET直結クラウド

電⼦証明書による安全な認証
⾼性能VPNによるセキュアな通
信環境の提供
サイバーアタック対策

⾼性能VPN

電⼦証明書

無線LAN
ローミング

超⾼速・⾼機能回線

アクセス回線共同調達

セキュリティ基盤

⼤学などの学術研究・教育活動の連携・推進



オープンサイエンス時代の
研究データ基盤構築に向けた国内の政策的経緯

• 2015年3⽉︓内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」
報告書

• 2016年1⽉︓政府「第5期科学技術基本計画」

• 2016年2⽉︓⽂部科学省科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会「学術
情報のオープン化の推進について」

• 2016年5⽉︓G7茨⽊・つくば科学技術⼤⾂会合つくばコミュニケ（共同声明）
• 2016年5⽉︓政府「科学技術イノベーション総合戦略2016」
• 2016年7⽉︓⽇本学術会議「オープンイノベーションに資するオープンサイエンス
のあり⽅に関する提⾔」(提⾔)

• 2017年6⽉︓政府「科学技術イノベーション総合戦略2017」
• 2018年6⽉︓政府「統合イノベーション戦略」
• 2019年6⽉︓政府「統合イノベーション戦略2019」
• 2020年6⽉︓⽇本学術会議「オープンサイエンスの深化と推進に向けて」 (提⾔)

• 2020年7⽉︓政府「統合イノベーション戦略2020」
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統合イノベーション戦略2019

6https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain.html



統合イノベーション戦略2020

第Ⅲ部 各論
第１章 知の源泉
（３）研究データ基盤の整備・国際展開
① Society 5.0 を⽀える通信・データ基盤インフラの整備（知の源泉）
（ウ）研究データ基盤の整備・国際展開

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/index.html 7



ムーンショット型研究開発制度における
先進的な研究マネジメントでのユースケース
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⼤型研究開発制度の研究マネージメントの⽀援としてGakuNin RDMの
先⾏利⽤がスタート。研究代表者（PM）への説明も実施。
学内の研究者がデータ管理計画に基づいたデータ管理・共有が可能に。



研究データ基盤
NII Research Data Cloud 概要

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利⽤
が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期



研究データ管理サービス
GakuNin RDM
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研究データ管理サービスGakuNin RDM

GakuNin RDM（GRDM）は、国⽴情報学研究所（NII）で運⽤している
研究データ基盤NII Research Cloudの⼀部で、研究中のクローズド（⾮公
開、制限共有）なデータを取り扱う事に特化した研究データ管理サービ
ス。2021年4⽉からは24/365運⽤体制でRDMサービスを全国の学術機関
に提供。NIIの他の研究データ基盤とも連携予定。

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤

オープン・クローズド戦略のもとで
オープンサイエンスが実現できる基盤
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研究者 機関

データ共有とクレジット

可視化

トレーサビリティ
⽣産性向上

研究倫理

研究推進
データ共有による研究効率の上昇
資⾦提供元や産業界のポリシー要求を満⾜

研究公正
研究不正を抑⽌・追跡調査できること
研究における疑念⾏為を抑⽌・追跡調査できること

GakuNin RDMのサービス・ヴィジョン

データ管理計画 (DMP) 作成【機密性2・完全性2】

ストレージ、デスクトップ連携【可⽤性2・完全性2】

Wikiの実験ノート化【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究プロジェクト管理【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データセットのメタデータ付与【可⽤性2・完全性2】

バックアップ【可⽤性2・完全性2】

データ⼀元管理【完全性2】

研究証跡の保存【完全性2】

研究不正防⽌

研究証跡保存【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データアーカイブ【完全性2】

第三者認証【可⽤性2・機密性2・完全性2】

暗号化【機密性2】

メタデータ互換【完全性2】

10年保存対応【可⽤性2・機密性2・完全性2】

著作権、ライセンス管理【完全性2】

RDM基盤構築

RDMサービス（ワークフロー）【機密性2・可⽤性2・完全性2】
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GakuNin RDM 開発の経緯
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開発黎明期

•2016年込⼭⼀⼈開発時代

•2016年9⽉⽶国COSの初訪問

•2017年4⽉ NIIオープンサイエンス基
盤研究センター（RCOS）発⾜

機能評価試験

•2017年2⽉ 第1回機能評価試験

•2017年10⽉第2回機能評価試験

•2018年1⽉込⼭⽶国COS滞在研究

•2018年6⽉第3回機能評価試験

実証実験

•2019年4⽉〜2020年10⽉

•2019年10⽉⽶国COSとMoU提携

•2020年2⽉マレーシアNRENへの
ソースコード提供

本運⽤サービス開始

•2021年2⽉サービス事業化

GakuNin RDMはRDMシステムのOSSである「OSF: Open Science Framework
（COS: Center for Open Scienceによる開発, ⽶国）」をベースに開発をスター
ト。NIIで国内の学術機関向けの需要に応じた機能拡張を施している。



GakuNin RDM サービス提供開始 2/15
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https://www.nii.ac.jp/news/release/2021/0215.html



GakuNin RDMの機能
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GakuNin RDMサービス機能概要
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研究データ共有機能（基本機能）

機関利⽤のための管理機能研究証跡の保存機能

NII研究データ基盤と外部ツールとの連携

パブリック
クラウド リポジトリ

プライベート
クラウド

研究ツール

時刻認証事業者のタイムスタンプで
ファイルの存在を証明

学認による認証とグループ管理でデータ共有

機関の管理者による組織内の
RDMサービスのカスタマイズ



学認フェデレーション参加のIdPと連携可能
調達が不要でシステム導⼊が容易

GRDMでは、学術認証（学認）フェデレーションにサービスプロバイダ
（SP）として登録済みのため、学認に参加していればアイデンティティ
プロバイダ（IdP）連携のみで導⼊が可能

GakuNin RDMポータルの
プルダウンメニューから⾃機関を選択

⾃機関の認証システム
(IdP)でログイン

シングルサインオンで
GakuNin RDMを利⽤

研究データ共有機能（基本機能）

学認による認証とグループ管理でデータ共有

17



研究室や共同研究者間でのデータ管理・共有

GRDMでは、標準で利⽤可能なストレージを提供、学内の研究者がWeb
ブラウザ上で学内外の共同研究者とデータ共有・管理が可能。プロジェ
クトの階層化も可能であるため、⼤型研究プロジェクトにも対応可。

教員ディレクトリ

学⽣Aのディレクトリ

学⽣Bのディレクトリ
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GakuNin RDMとクラウドストレージや
外部ツールとの連携で研究を促進

GRDMでは、NII提供分のストレージ以外にも、機関側で契約、所有して
いるパブリッククラウド、プライベートクラウドのストレージをAPIで
接続して利⽤可能。

NII研究データ基盤と外部ツールとの連携

パブリック
クラウド リポジトリ

プライベート
クラウド

研究ツール

研究プロジェクトに様々な
外部クラウドサービスを
紐付けて管理
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研究データの証跡管理機能で
研究不正を未然に防⽌

研究証跡の保存機能

時刻認証事業者のタイムスタンプで
ファイルの存在を証明

システム外でファイルに変更があった可能性を検出

20

GRDMでは、システム中に保存されたユーザデータについて、UPKIタイ
ムスタンプサービスの時刻認証局サーバと連携。
ある時刻でのファイルの存在を証明。システム外でファイルが操作され
た場合に検出され、研究主催者はダウンロードして確認することが可能。



機関ストレージへの接続
研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

拡張ストレージ

・機関のシステム管理者がいずれかのオブジェクトストレージ
を学内の標準ストレージとして１種類指定
・プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
・NIIストレージは併⽤不可

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

拡張ストレージは併⽤可能

S3互換

機関毎に準備

（機関のシステム管理者向け機能）

標準ストレージ
（NIIストレージ）

21

利⽤開始直後から利⽤可

機関のシステム管理者が設定すれば全学で利⽤可

ユーザ⾃⾝で設定すれば利⽤可能



RDMサービスのおすすめ構成（規模別）

22

• ⼩規模⼤学
• 想定される取り扱い研究

データが⼩さい分野・部局
• ⼤規模な研究プロジェクト

が少ない

• 標準ストレージのみの利⽤

• 中規模⼤学
• 全部局で統⼀的なRDMサー

ビスの導⼊が可能
• 地域の研究所や企業との共
同研究プロジェクト有り

• 機関ストレージと拡張スト
レージの併⽤

• ⼤規模⼤学
• 想定される取り扱い研究

データが⼤きい分野・部局
• 部局毎の⾃治が有り、全学
的なシステム統⼀が困難

• 外部との⼤規模な共同研究
プロジェクトが多い

• 標準ストレージと拡張スト
レージの併⽤



機関ストレージ機能の例

GakuNin RDM
対象ストレージの

デスクトップクライアント 対象ストレージファイル
同期

証跡管理機能同期

ファイル
同期

対象ストレージのWebUIおよびデスクトップクライアント
を利⽤した場合にもGakuNin RDMの証跡管理機能が有効に
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検索インタフェースのリニューアル

利⽤ユーザがアクセス権限のあるファイルとプロジェクトのみが検
索できるプライベート検索です。
プロジェクト、ファイルのコメントも検索対象に追加しました。
検索結果のソート機能を追加しました。 24



ユーザインタフェースの⽇本語・英語への対応

UIの多⾔語化（⽇本語・英語）に対応しました。
「Webブラウザ」の⾔語設定の優先順位の変更で、
⾔語を切替えることが可能になっています。

25

Google Chromeの場合の⾔語設定切替



2020年度 2021年度
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

△
サービスイン（2⽉15⽇） GRDM本運⽤

• 2021年2⽉15⽇にGRDM本運⽤のサービス提供開
• プレスリリースを実施、同時に利⽤申請を開始。
• 先⾏利⽤期間のデータはそのまま本運⽤へ引継ぎ
• 全利⽤機関で本運⽤の新規利⽤申請が必要
（利⽤申請は申込み⽤Webフォームからの申込み、
利⽤機関内での機関の⻑・部局の⻑の承諾が必要）

⽇中365運⽤ 24h365d運⽤

データ
そのまま

26

先⾏利⽤期間

本運⽤の
利⽤申請

• 2021年4⽉からは24h365dのシステム運⽤（有⼈）
• 当⾯のアプリケーション利⽤料は無料
• サービス開始時にNIIクラウド導⼊⽀援サービスクラウドチェック

リストへ掲載
• 2021年度にISMS (ISO27001) 取得の申請予定

GakuNin RDMサービス提供中



GakuNin RDMの利⽤事例
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GakuNin RDM 参加機関の増加

22機関
＋３機関が導⼊検討中

（2021年2⽉現在）
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現在の利⽤機関数

18機関
（昨年度開催時）

・ムーンショット型研究開発プロジェクトでも⼀部利⽤開始
・私⽴やNPOも参加、⼤学の規模も多様化している

北海道 北海道⼤学、北⾒⼯業⼤学、帯広畜産⼤学、⼩樽商科⼤
東北 東北⼤学
関東 国⽴情報学研究所、千葉⼤学、群⾺⼤学、東京⼤学、

東京農⼯⼤学、慶應義塾⼤学
中部 名古屋⼤学、信州⼤学
北陸 福井⼤学、⾦沢⼤学、富⼭⼤学
関⻄ 京都⼤学、神⼾⼤学、⼤阪⼤学、NPO法⼈CCC-TIES
中国 広島⼤学
九州 九州⼤学



ユーザストーリー別の利⽤事例
① ⼤学のライフサイエンス系の部局の研究倫理部⾨が、所属する研究者が
出版する全論⽂中の画像を出版前に審査すると同時にRDMしたい。

② ⼤学の情報基盤センターが、スパコン利⽤者向けのストレージをRDM⽤
途で提供したい。

③ ⼤学の研究⽀援部⾨が、学内に点在する実験装置を遠隔操作して実験を
⾏った結果をRDMしたい。

④ ⼤学の情報戦略部⾨が、学内向けに提供されるストレージを研究者に提
供しRDMを実施したい。

⑤ 研究プロジェクトで物理的な距離を隔てた共同研究者同⼠が、学際研究
のデータ⽣産と解析を相互におこない、結果を医師がキュレーションし
たい。

⑥ ⼤学経営統合のためにITインフラを統合したい部署が、複数⼤学が個別
に持つストレージを共通化したい。

29



研究者 管理者

論文中組図の
画像スキャン

一般市民

非公開
リポジトリ

or

公開用
リポジトリ

RIMS: Research Integrity Management System
全論⽂データの登録・保管・公開を⽀援するフレームワークの開発

不正対策の一環として、IQB では受理された論文の
• 最終原稿と図
• 論文に使用した全ての生データ
• 論文作成が適切に行われたことの「チェックリスト」
を所の研究倫理推進室へ提出することが義務付け
提出されたデータは一般への公開を予定
（現在は所内宛に公開）

論文情報登録

生データ
アップロード 研究公正機能

公開データへ
アクセス

進捗管理
ワークフロー

東⼤定量研開発
アルゴリズムの
組み込み

東京⼤学定量⽣命科学研究所
研究公正管理システム（IQB-RIMS）
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①



北海道⼤学情報基盤センターの利⽤事例と
附属図書館での学内周知のユースケース

北⼤インタークラウド（ストレージ）の活⽤事例としてGRDMを紹介
附属図書館での普及・利⽤拡⼤のための先⾏利⽤の案内掲⽰

https://www.hucc.hokudai.ac.jp/intercloud/cloudstorage/
https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/gakunin_rdm/

附属図書館 情報基盤センター連携
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②



データ管理基盤と実験装置・計測装置との連結

共通研究データ基盤としてGakuNin RDMを各学術分野へ普及
遠隔操作での実験装置の共同利⽤のためのデータ管理・共有を実現
令和2年度「先端研究基盤共⽤促進事業（コアファシリティ構築⽀援プログラム）」

https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00066.html

URA・研究推進部⾨
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③



名古屋⼤学での実証実験のユースケース

国⽴⼤学経営改⾰促進事業「研究データの⼤学間相互利⽤に向けた
アカデミッククラウドの構築」の⼀環としてGakuNin RDMを活⽤

名古屋⼤学情報連携推進本部
http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/services/rdm/
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④



⼤型研究プロジェクトでのユースケース
医師と数学者による神経科学・数理学・医学分野の共同研究
（新学術領域オシロロジー）

GakuNin RDM利⽤デモ動画をYouTubeで公開中

GakuNin RDMデモ︓オシロロジーにおける領域間研究の発展とデータ共有基盤構築/京都⼤学・
松橋眞⽣先⽣、北海道⼤学・⾏⽊孝夫先⽣

https://youtu.be/SzS8-o5B3vw
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⑤

https://youtu.be/SzS8-o5B3vw


⼤学経営統合でのITインフラ統⼀の
ユースケース
⼯学・商学・農学の異分野の⼤学経営統合によるオープンイノベーション
（北海道国⽴⼤学機構︓北⾒⼯業⼤学、⼩樽商科⼤学、帯広畜産⼤学）

GakuNin RDMデモ︓GakuNin RDMを
軸としたオープンイノベーション北⾒⼯
業⼤学・升井洋志先⽣、⼩樽商科⼤学・
三浦克宜先⽣

https://youtu.be/3I6KXI83b-o
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⑥

https://youtu.be/3I6KXI83b-o


まとめ
• 本講演では、全国規模な研究データ管理サービスの提供者視点でのベストプラクティスについ

て述べた。背景として、研究データ管理(RDM)サービスの定義、国⽴情報学研究所（NII）の
学術情報基盤の全体像、研究データ基盤構築に向けた国内の政策的経緯を説明し、ムーン
ショット型研究開発制度における先進的な研究マネジメントでの利⽤事例について紹介した。
研究データ基盤 NII Research Data Cloud 概要の中での研究データ管理サービスGakuNin
RDMの⽴ち位置について説明した。

• GakuNin RDMの概要についてGakuNin RDMのサービス・ヴィジョン、GakuNin RDM 開発
の経緯、GakuNin RDM サービス提供開始 2/15のプレスリリース等を紹介した。GakuNin
RDMの機能については、GakuNin RDMサービス機能概要として、学認フェデレーション参加
のIdPと連携が可能であること、研究室や共同研究者間でのデータ管理・共有ができること、
GakuNin RDMとクラウドストレージや外部ツールとの連携で研究を促進していること、研究
データの証跡管理機能で研究不正を未然に防⽌ができることを説明した。機関ストレージへの
接続については、RDMサービスのおすすめ構成（規模別）、機関ストレージ機能の例につい
て述べた。他の機能として、検索インタフェースのリニューアル、ユーザインタフェースの⽇
本語・英語への対応を⾏った。

• 運⽤に関しては、2⽉15⽇からGakuNin RDMサービスが本稼働しており、現在の利⽤機関数
が22機関であることを説明した。ユーザストーリー別の利⽤事例として、北海道⼤学情報基
盤センターの利⽤事例と附属図書館での学内周知のユースケース、北海道⼤学の研究⽀援部⾨
でのデータ管理基盤と実験装置・計測装置との連結、名古屋⼤学での実証実験のユースケース、
⼤型研究プロジェクトでのユースケース、⼤学経営統合でのITインフラ統⼀のユースケース、
⼯学・商学・農学の異分野の⼤学経営統合によるオープンイノベーション等の事例を紹介した。
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ご清聴ありがとうございま
した。
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GakuNin RDMに関するお問合せ

• 現在、GakuNin RDMは利⽤申請の申込み受付中です。
• 申込みはGakuNin RDMユーザサポートページのWeb申
請フォームにて、貴機関のシステム担当部⾨のご担当
者様から、お申し込みしていただく必要がございます。
• GakuNin RDMユーザサポートページ︓
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/display/gakuninrd
musers

• ご不明点・ご質問は下記のメールアドレスまでお問合
せ下さい。
• GakuNin RDMユーザサポート
rdm_support@nii.ac.jp
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